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カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
冒

頭
、
ジ
ン
テ
ッ
ク
の
栁
秀
樹

社
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
内
容
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
「
コ
ロ
ナ
禍
に
は

保
険
業
界
の
皆
さ
ま
向
け
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
う
こ

と
が
で
き
ず
、
今
回
が
久
し

ぶ
り
の
開
催
に
な
る
。
本
日

は
二
部
構
成
に
な
っ
て
お

り
、
保
険
業
界
の
皆
さ
ま
の

お
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
、
ま
た
、
終

了
後
に
は
さ
さ
や
か
な
が
ら

懇
親
会
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ
皆

さ
ま
の
意
見
交
換
に
ご
活
用

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
」
と

述
べ
た
。

　
第
一
部
で
は
増
田
氏
が
、

一
般
的
に
仮
想
の
三
次
元
空

間
を
指
し
、
近
年
、
企
業
に

よ
る
取
り
組
み
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
前
半
は

主
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
や
関
連

用
語
の
定
義
、
概
念
の
拡
が

り
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
た

後
、
保
険
業
と
メ
タ
バ
ー
ス

の
関
わ
り
に
つ
い
て
説
明
。

①
Ｗ
ｅ
ｂ
３
・
メ
タ
バ
ー
ス

を
利
用
し
た
保
険
事
業
②
メ

タ
バ
ー
ス
の
利
用
に
関
連
し

た
保
険
商
品
の
開
発
③
メ
タ

バ
ー
ス
関
連
事
業
の
保
有
・

提
携
―
に
分
け
て
、
想
定
さ

れ
る
主
な
取
り
組
み
と
生
じ

得
る
法
的
問
題
点
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　
後
半
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
に

関
す
る
「
サ
ー
ビ
ス
の
重
層

構
造
化
・
取
引
パ
タ
ー
ン
の

増
加
」
「
現
実
世
界
と
の
同

質
性
の
高
ま
り
」
「
メ
タ
バ

ー
ス
空
間
内
で
の
社
会
生

活
」
「
違
法
・
不
適
切
行
為

に
対
す
る
警
察
・
司
法
機

能
」
「
デ
フ
ァ
ク
ト
・
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
獲
得
競
争
」
と
い

っ
た
各
論
点
に
つ
い
て
、
現

在
起
き
て
い
る
事
象
と
そ
の

問
題
点
、
今
後
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
解
説
し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
メ
タ
バ
ー

ス
市
場
の
展
望
に
触
れ
た
増

田
氏
は
、
現
状
は
ま
だ
一
部

の
愛
好
家
が
利
用
し
て
い
る

に
過
ぎ
ず
、
一
般
に
普
及
し

て
い
な
い
初
期
市
場
の
状
況

で
あ
る
も
の
の
、
今
後
、
技

術
的
に
は
す
で
に
実
現
可
能

な
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
の
改
善
や
キ

ラ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ト
（
キ
ラ
ー

コ
ン
テ
ン
ツ
）
の
登
場
に
よ

り
、
市
場
理
論
で
い
う
「
キ

ャ
ズ
ム
（
深
い
溝
）
」
を
超

え
て
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
市

場
に
発
展
す
る
と
の
分
析
を

紹
介
し
た
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
没
入

型
技
術
な
ど
を
構
成
要
素
と

す
る
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
と
デ

ジ
タ
ル
空
間
が
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
さ
れ
た
世
界
と
し

て
Ｅ
Ｕ
が
昨
年
か
ら
呼
び
始

め
た
「
Ｗ
ｅ
ｂ
４
・
０
」
に

つ
い
て
は
、
日
本
が
２
０
１

６
年
に
閣
議
決
定
し
た
科
学

技
術
基
本
計
画
の
中
で
示
し

た
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・

０
（
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間
と
サ

イ
バ
ー
空
間
が
融
合
さ
れ
た

新
し
い
社
会
）
」
と
ほ
ぼ
同

じ
概
念
だ
と
し
た
上
で
、

「
政
府
は
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
の
実
現
の
た
め
に
、

現
在
ま
で
は
分
野
横
断
的
な

検
討
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
が
た
い
Ａ
Ｉ
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
メ
タ
バ
ー
ス
と
い

っ
た
複
数
の
テ
ー
マ
が
連
動

・
共
鳴
す
る
領
域
が
生
み
出

す
価
値
や
新
た
な
課
題
を
整

理
す
る
た
め
の
検
討
を
省
庁

横
断
的
な
形
で
開
始
す
べ
き

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
た
。

　
第
二
部
の
講
演
で
は
、
大

喜
多
氏
が
ま
ず
、
保
険
会
社

に
お
け
る
顧
客
接
点
の
現
状

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
保
険

会
社
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
多

様
化
し
た
価
値
観
・
行
動
様

式
を
持
つ
世
代
を
同
時
に
顧

客
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る

と
指
摘
し
、
と
り
わ
け
10
年

後
の
２
０
３
５
年
時
点
で
自

動
車
保
有
に
お
い
て
25
％
、

住
宅
購
入
に
お
い
て
61
％
を

占
め
る
と
推
計
さ
れ
る
Ｚ
世

代
（
１
９
９
０
年
代
生
ま
れ

で
、
現
在
の
20
代
）
に
つ
い

て
、
「
価
値
観
の
多
様
化
を

受
け
て
家
族
や
友
人
な
ど
身

近
な
人
の
意
見
を
基
に
保
険

を
選
ぶ
傾
向
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
保
険
会
社
は
そ
の
動
向

を
捕
捉
す
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
次
に
、
顧
客
接
点
強
化
に

向
け
た
対
応
の
方
向
性
と
し

て
、
①
ラ
イ
フ
ニ
ー
ズ
に
寄

り
添
う
（
保
険
を
超
え
て
顧

客
の
日
常
に
寄
り
添
っ
た
価

値
を
創
出
す
る
）
②
顧
客
接

点
を
拡
張
す
る
（
複
層
的
な

接
点
を
通
じ
て
顧
客
に
価
値

を
届
け
る
）
③
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
レ
バ
レ
ッ
ジ
す
る
（
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
現
状
の

制
約
を
打
破
す
る
）
―
の
３

点
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
金

子
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
の

方
向
性
に
沿
っ
た
保
険
業
界

内
外
の
事
例
を
紹
介
し
、

「
生
損
保
に
お
け
る
ラ
イ
フ

ニ
ー
ズ
起
点
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
」
「
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
用
」
「
Ｄ
Ａ
Ｏ

（
分
散
型
自
立
組
織
）
の
活

用
」
「
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
営

業
活
動
支
援
」
な
ど
、
取
り

組
み
の
概
要
と
ポ
イ
ン
ト
を

解
説
し
た
。
当
日
は
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
デ
モ
動
画
も
交
え
な

が
ら
提
案
営
業
に
必
要
な
要

素
（
ア
イ
デ
ア
出
し
、
ブ
レ

ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
、
ア
ジ

ェ
ン
ダ
作
成
、
資
料
収
集
）

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
具
体
例
を

紹
介
し
た
。

　
最
後
に
、
大
喜
多
氏
が
顧

客
接
点
強
化
の
実
現
に
向
け

た
要
諦
と
し
て
、
①
Ｗ
ｈ
ａ

ｔ
（
ゴ
ー
ル
）
→
Ｗ
ｈ
ｏ

（
ヒ
ト
）
→
Ｈ
ｏ
ｗ
（
実
現

手
段
）
で
発
想
す
る
②
顧
客

理
解
の
深
度
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
③
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
機

動
力
を
担
保
す
る
―
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
機
動
力
の
担
保
に
つ
い

て
は
、
欧
米
の
先
進
的
な
保

険
会
社
や
金
融
機
関
で
、

「
シ
ス
テ
ム
の
メ
イ
ン
フ
レ

ー
ム
を
刷
新
し
て
オ
ー
プ
ン

化
」
「
フ
ロ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
お
け
る
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ

ス
化
」
「
人
・
組
織
に
つ
い

て
ビ
ジ
ネ
ス
・
シ
ス
テ
ム
を

一
体
運
営
化
」
と
い
っ
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
紹

介
。
一
方
で
、
日
本
の
保
険

会
社
の
多
く
は
ま
だ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
化
・
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
化
か

ら
脱
却
し
て
い
な
い
と
指
摘

し
た
上
で
、
「
今
後
、
日
本

の
保
険
会
社
が
レ
ガ
シ
ー
シ

ス
テ
ム
を
最
終
的
に
刷
新
し

て
い
く
に
は
数
年
か
ら
10
年

と
い
っ
た
期
間
が
か
か
る
と

思
っ
て
お
り
、
Ｚ
世
代
が
台

頭
し
て
く
る
こ
の
10
年
間
に

し
っ
か
り
取
り
組
む
こ
と
が

環
境
づ
く
り
に
お
い
て
必
要

に
な
る
と
考
え
て
い
る
」
と

述
べ
た
。

　
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
ジ
ン
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
本
部
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
小
林
紀
嗣
氏

が
保
険
会
社
の
顧
客
接
点
強

化
に
役
立
つ
自
社
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
を
活
用

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ッ
ト
ツ

ー
ル
「
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
！
Ｃ
ｈ
ａ

ｔ
・
Ｓ
Ｍ
Ｓ
」
の
概
要
や
ポ

イ
ン
ト
、
保
険
会
社
で
の
活

用
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

小
林
氏
は
、
「
ビ
ジ
ネ
ス
シ

ー
ン
に
お
け
る
リ
ア
ル
な
非

対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
重
要
性
が
高
ま
る
昨
今
、

従
来
の
ツ
ー
ル
に
は
課
題
や

飽
和
感
が
生
じ
、
新
た
な
ツ

ー
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ぜ
ひ
当
社
の
サ
ー

ビ
ス
を
ご
検
討
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
」
と
述
べ

た
。

　
全
セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
に

は
会
場
を
移
し
て
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
参
加
者
や
講
演
者

は
料
理
や
飲
み
物
を
手
に
取

り
な
が
ら
歓
談
し
た
。

保
険
会
社
の
対
応
ポ
イ
ン
ト
・
先
進
事
例
を
紹
介

保険会社社員が多数参加した

栁氏

増田氏

大喜多氏

金子氏

小林氏

「
保
険
業
界
向
け
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２
４
」開
催

Ｗ
ｅ
ｂ
３
時
代
の
顧
客
接
点
創
出・Ｃ
Ｘ
向
上

　
㈱
ジ
ン
テ
ッ
ク
は
６
月
27
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
「
保
険
業
界
様
向
け

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
２
０
２
４
～
Ｗ
ｅ
ｂ
３
時
代
の
顧
客
接
点
創
出
・
Ｃ
Ｘ
向
上
～
」
を
開
催
し
た
。
保
険
会

社
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
顧
客
接
点
強
化
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
第
一
部

で
は
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
の
パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
で
あ
る
増
田
雅
史
氏
が
「
メ
タ
バ
ー
ス
の
法
的
論

点
～
基
礎
と
応
用
：
生
損
保
業
界
編
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
二
部
で
は
ボ
ス
ト
ン
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
で
マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
＆
パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め
る
大
喜
多
雄
志
氏
と
プ
リ
ン
シ
パ
ル

の
金
子
貴
文
氏
が
「
保
険
会
社
に
お
け
る
顧
客
接
点
強
化
の
方
向
性
～
先
進
事
例
に
学
ぶ
成
功
の
要
諦
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
最
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
ジ
ン
テ
ッ
ク
の
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
保
険
業
界
に
お

け
る
顧
客
接
点
強
化
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
当
日
は
保
険
会
社
社
員
な
ど
数
十
人
が
参
加
し
、
関
心
の
高

さ
を
う
か
が
わ
せ
た
。

ジンテック


